
平成２８年度調達改善計画の上半期自己評価の概要

計 画 内 容 （ 年 間 ） 取 組 実 績 等

◇目標の達成状況：平成２８年度調達改善計画の概ね過半を実施しており、計画どおり進捗

一者応札・応募
の改善

電力調達の改善

価格交渉

随意契約事前確
認公募

企画競争及び総
合評価落札方式
の適正な審査

庁費類（汎用的な
物品・役務）の調
達の見直し

インターネット取引
（クレジットカード
決済）を活用した
調達の実施

■一者応札・応募になった案件はアンケート調査又はヒアリングを実施し、
一者応札等の改善に活用するようルール化

■一者応札・応募になった案件はアンケート調査又はヒアリング
を実施し、一者応札等の改善に活用

■一般競争入札により契約を行うことで競争性を高め、調達コス
ト削減を目指す

■電力の調達コスト削減や温室効果ガス排出削減に向けて、
裾切り方式による一般競争入札を５件実施
一般競争入札へ移行前の年度と比較可能なもの２件のうち、
１件は約２０万円（１５．１％）の削減

■調達先が特定されている一部の調達案件を対象に、価格の
見積根拠等の精査を通じて、調達案件に適切な仕様及び価
格となるよう努め、調達コスト削減に努める

■複数年度に亘り一者応札・応募となっている調達案件のうち、
契約監視委員会等による検証の結果、特殊な技術等が不可
欠であり特定の者だけが事業を実施し得ると見込まれるもの
については「随意契約事前確認公募」を実施

■「随意契約事前確認公募」の実施に向け、手続きの具体的なルールを
策定し周知

■審査における公平性・透明性の確保の取扱いをホームページ
において公表

■共同調達の実施（金融庁、会計検査院）
◇目標実施数：１４類型のうち調達需要があった案件
◇共同調達を実施する案件について、比較可能な物品等を
対象に対共同調達開始の前年度比１割程度の削減

■競り下げによる調達の実施
◇目標実施数：４類型のうち調達需要があった案件
◇競り下げ開始価格と比較して約１割程度の削減

■８件の随意契約について価格交渉を実施し、約９２３万円（２３．５％）
の削減効果
また、事例を省内内部部局及び外局等に対して情報共有することで、
調達を実施する職員のスキルアップや、適切な仕様及び価格に対する
意識の醸成に寄与

■企画競争及び総合評価落札方式の審査に係る公平性・透明性の確保の
取扱いについてホームページにおいて公表

■共同調達による調達改善の実施
◇共同調達の調達実績：１０類型（残る４類型は調達需要なし）
◇対共同調達開始の前年度比約９２０万円（９．６%）の削減
■競り下げによる調達改善の実施
◇競り下げの調達実績：２類型３件（残る２類型は調達需要なし）

◇競り下げ開始価格と比較して約１７万円（４．９％）の削減

■インターネット取引（クレジットカード決済）を活用した調達を
実施

■インターネット取引（クレジットカード決済）を活用した調達を６件実施し、
手続きを効率化
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